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事業の計画・内容
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評価指標

評価

事業費（人件費除く）の財源内訳

１次評価のみ対象分

）

成果（どうなるのか）

45(内線)
高崎　義昭

59 2294

山林所有者等が安全に林道を利用して、山林管理作業を行える。
観光客が安全に林道を利用して、景観等を楽しめる。
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2,893 690 690（Ａ） 356事      業      費

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 3,956 6,493 4,290 4,290

3,6003,600 人件費（Ｂ） 0.5 人3,600 人件費（Ｂ） 0.5 人

Σ 690Σ 690 事業費計(A) 　

事業投入人員 人件費（Ｂ） 0.5 人 3,600 人件費（Ｂ） 0.5 人

Σ 356 事業費計(A) 　事業費計(A) 　 Σ 2,893
進捗率

(％) 事業費計(A) 　
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原材料費
工事請負費
需用費

原材料費 50原材料費 50原材料費 34
工事請負費工事請負費 0 200工事請負費 200

使用料及び賃借料使用料及び賃借料 0 80使用料及び賃借料 8028
委託料委託料 2,555 312委託料 312289
需用費需用費 304 48需用費 4839
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治山林道維持経費

林業振興費

治山林道維持経費105
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4

達成度 計画以上に達成されている。

効率的な維持管理がなされてきたが、下記の要因から一時的に事業費の増大となる。

評価項目 ポイント

計画的に点検及び維持管理を行うことにより、山林所有者や観光客等が安全に林道を利用できる。

評価項目についてのコメント

4

4

治山林道の内三国越林道については、広域基幹林道として京都府側の林道と接続しており、通行者の安全確保のため維持管理する必要性は高い。必要性

有効性

Ａ 現状維持

効率性

治山林道の内三国越林道については、長年の風雨等により法面の崩落箇所が多く、過去において適宜災害復旧事業の採択を受け事業を実施しているが、調査の結
果、危険箇所が３０箇所程度あることが判明し、平成１９年度に緊急の対策として立木の伐採を行った。しかし、あくまでも応急の対策であるため、これまで同様に県単・
国補事業を活用し、林道の整備を行っていく。

総合評価 事業の方向性
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林業費
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評価者
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開始年度 平成

（※対象件数

関連事業

島ヶ原支所　産業建設課

基 本 計 画 該 当 頁

行革大綱の重点事項番号

160

林業生産基盤の整備

担当部課
コード

名称

25660

区分

事
業
目
的

対象等（何が、誰が）

山林所有者
観光客

市内の類似施設

実績 44

目標

実績

年間運営費

運営主体
　委託先

配置（予定）人員

目標

目標 36

実績値

H18 H19
36
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危険木の伐採を行ったことにより、土砂崩落がほとんど起こらなくなった。

数量 金  額事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位 単位 単位 単位

施設の管理・運営

コード 名               称

事業類型単独継続事業種別

コード

Ⅴ

・危険木緊急伐採業務委託
・法面整理業務委託
・草刈業務委託
・注意看板作成
・林道点検維持管理に伴う消耗品費の支出

建設用地

建設面積（延床面積）
単位

林道点検維持管理回数
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治山林道維持経費補修箇所

活動指標

回数

箇所

0.5 人
千円
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実績

3
30
17

目標

目標値実績値

箇所

単位

3

H18 H19

治山林道維持補修箇所
治山林道の維持補修を行うことによって、通行に支障のない状況を維持
する。

千円

690

規模・構造

連絡先

事業の成果を測る指標 指標設定の考え方

事業名 724 治山林道維持経費

基本施策 42 持続的で個性的な農林業を実践する

施　策

民間委託等指定管理直営


